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理学研究科

技術部

研究機器開発支援室概要

研究基盤設備整備グループ

観測・情報グループ

研究機器開発支援室

研究機器開発グループ
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研究機器開発支援室概要
理学研究科全体の研究実験に対する支援を主に活動しているが、近年では
全学への研究実験装置の製作依頼・修理・改造・試作、及び大学院生や学
部学生を対象とした安全教育としての工作実習を行っている。
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研究機器開発支援室の業務

• 教育研究用機器の開発、および設計相談、設計、
製作、修理、改良等に関すること。

• 大学院生や学部学生を対象とした、安全教育とし
ての機械工作実習の企画および実施。

• 研究者自身が装置製作をおこなうための各種支援
および実技指導等。

• 工作機械や工具刃物等の維持管理。
• 研究機器開発室の運営にかかわること。
• その他機器開発の支援にかかわること。
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スタッフ紹介

道下 ⼈⽀ 技術専⾨職員 ⽥尾 彩乃 技術職員
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所在地

研究機器開発支援室
理学研究科4号館

１２３号室

◆ 所在地 〒606-8502
京都市左京区北白川追分町
理学研究科４号館123号室

◆ 内線
居室 3826
専用工場 3814

◆ 地下工場
• 002 職員専用工場
• 010 ガス溶接室
• 012 一般工場
• 013 Tig溶接室
• 015 放電加工室
• 019 測定室
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安全実習 1/5

◆ 安全な作業法

汎用フライス、汎用旋盤、ボール盤、
帯ノコ盤などの機械の操作方法や、
各種工具の使用を実習にて学ぶ

◆ 図面の書き方

立体を図形として紙面に表現し、製
作情報を第三者に正確に伝える手段
として部品図・組立図を学ぶ
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安全実習 2/5

◆ 安全な作業方法①（ボール盤・帯のこ盤・手作業）
◆ 安全な作業方法②（フライス盤・旋盤）
・場所：一般工場（理学研究科４号館地下 012室）

・注意事項：長袖・長ズボン・靴（スリッパ、サンダル等は不可）を着用し、
安全に作業ができる服装で来ること。長髪の人は後ろで束ねてください。

◆ 図面の書き方
・場所：Zoom
・日時：随時。資料をもとにした自習

によって、課題を提出しても
受講完了とみなします。

実施要領

図に従って、必要な実習を受講してください。
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実習希望者

4回生 安全な作業方法①

大学院生以上

初心者 安全な作業方法①

フライス盤・旋盤利用予定

かつ

安全な作業用法①を受講済

安全な作業方法②

図面の書き方



安全実習 3/5
◆申し込み方法

• 下記のWEB日程表から受講希望日をえらんだ後、フォームより申込を行ってください。

・申し込み期限：実施日の前週月曜日まで

・１回の受講人数は３名を上限とします（なるべく各研究室でまとめての申込をお願いします）。

・日程の空きが無い場合や、日程の都合が合わない場合（火曜日は授業があるなど）は別途ご相談ください。

• https://onedrive.live.com/view.aspx?resid=988B5FAEEBF1F0C4!137&ithint=file%2cxlsx&authkey=!AIdy531p
pczQSh0

◆製作実習について

• 製作実習は、大学院生（M1）以上で機械工作実習（図面の書き方・安全な作業方法①②）を受講済みで、
機械加工の習得を強く望む方が対象です。

• 希望があれば、下記の技術部HP相談フォームから相談してください。

• http://www.scitech.sci.kyoto-u.ac.jp/request/index.php
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安全実習 4/5

申し込み手順

①受講日表に記入
●この表に記入「ブラウザ-で編集」ボタンを押して編集し
てください。
自動的に保存されます

●記入例に倣って研究室名又は課題名と、受講希望者の
苗字を記入してください。

●受講する項目日程にそれぞれ記入してください。
●先に記入してあるものは書き換えないでください。
●安全な作業方法は1回当たり3名までです。

下記リンク先の申し込みフォームに記入

https://forms.gle/xJEjNhtQkaRVKXmb8
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安全実習 5/5

13



製作依頼内訳
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研究機器開発支援室利用高の推移
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 ¥‐

¥500,000

¥1,000,000

¥1,500,000

¥2,000,000

¥2,500,000

¥3,000,000

H28.3～H29.2  H28.3～H30.2  H30.3～H31.2  H31.3～R2.2  R2.3～R3.2 

教室別利用高の推移 白眉センター

高等研究院

こころの未来

生命科学

工学

医学
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生存圏

RIセ
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地球環境学堂
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天文台
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生物科学
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物二

物一

令和2年度

は、

理学研究科外からの依頼



一般工場利用件数
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一般工場利用件数

一般利用工場利用件数の推移（4月～翌3月）

物一 物二 宇物化学 理学部 学部外 合計

H28年度 268 45 56 26 3 28 426

H29年度 300 51 0 15 2 9 377

H30年度 325 43 5 1 3 1 378

H31年度 234 61 0 4 1 15 315

R2年度 188 33 4 3 0 25 253

物一
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宇物
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理学部

学部外
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機械工作実習 受講者の推移
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大学院生以上向け　受講者数
(人）

物一 物二 宇物化学 植物動物地鉱 天文台 地熱 地磁気 低温セ マ 他 計
H28年度 24 19 1 6 1 4 4 59
H29年度 19 12 2 15 1 4 5 58
H30年度 24 20 1 9 2 5 5 66
H31年度 21 15 1 8 3 8 56
R2年度 21 1 5 4 5 1 37

物一

物二
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化学
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学部生（四回生）向け　受講者数
（人）

物一 物二 宇物化学 地鉱 地磁気 他 計
H28年度 30 19 3 9 2 1 64
H29年度 32 33 3 5 1 74
H30年度 27 36 1 5 69
H31年度 31 32 2 4 69
R2年度 11 6 1 18
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設備紹介 CNC/フライス盤
機械名：汎用ＮＣフライス盤 テーブル作業面積：1600×400
メーカー：（株）山崎技研 移動量（X・Y・Z）1050×400×720
型式：ＹＺ-8ＷＲ 主軸回転数：55～2000rpm
テーブル積載量：600kg 主軸変速：16段手動変速

オプション装備
ロングテーブル：200ミリ
ハイコラム：200ミリ
輪郭加工ソフト
ティーチング工数：100個
照明装置

機械名：汎用ＮＣフライス盤 テーブル作業面積：1400×350
メーカー：（株）山崎技研 移動量（X・Y・Z）750×350×500
型式：YZ-352R 主軸回転数：80～4000rpm
テーブル積載量：500kg 主軸変速：16段手動変速

オプション装備
輪郭加工ソフト
ティーチング個数：100個
照明装置
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設備紹介 CNC/普通旋盤

機械名：CNC普通旋盤 往復台最大移動量：680
メーカー：滝澤鉄工所 最大加工径：φ360
型式：TAC-360 主軸回転数：60～2000min
速度変換数：24種 切削送り速度範囲：0.001～500mm/min

オプション装備
ネジ再加工ソフト フロントカバー
ネジ加工主軸オーバーライド 後方スプラッシュカバー
クラウン加工ソフト
主軸貫通穴変更φ135
照明装置

機械名：CNC普通旋盤 往復台最大移動量：1475
メーカー：滝澤鉄工所 最大加工径：φ650
型式：TAC-650 主軸回転数：10～1000min
速度変換数：24種 切削送り 速度範囲：0.001～500mm/min

オプション装備
ネジ切り再加工ソフト フロントカバー
ネジ加工主軸オーバーライド 後方スプラッシュカバー
クラウン加工ソフト
照明装置
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設備紹介 立形マシニングセンタ

機械名：立形マシニングセンタ
メーカー：大阪機工株式会社
型式：VM4Ⅱ

X軸方向移動量：630mm
Y軸方向移動量：410mm 
Z軸方向移動量：460mm

主軸回転数：25～6,000min
切削送り 速度範囲：1～10,000mm/min
テーブル作業面積：800×410
工作物許容質量：500㎏
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設備紹介 溶接機

パナソニックYC-300BP4
交流TIG/直流TIG

アルミニウム/ステンレス両方の溶接が可能

ダイヘン直流パルスTIG溶接機
１アンペアからの極小電流でもせアー
クのふらつきがなく薄板の溶接が可能
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製作品例 理学研究科地球惑星科学専攻
ステンレスコアラー 1/13

「しんかい6500」に搭載し、海底の堆
積物を採取するコアラーの製作
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製作品例 理学研究科宇宙物理学教室
3.8ｍ望遠鏡① 2/13

3.8ｍ望遠鏡の分割鏡を研磨するための心出
し治具の製作

25



分割鏡ベースの位
置決めピン、位置

決めV溝加工
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製作品例 理学研究科宇宙物理学教室
3.8ｍ望遠鏡② 2/13



製作品例 理学研究科地球物理学教室
ドローン 3/13

ドローンに風速計位置を変更できる仕様の
アタッチメントを製作
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製作品例 理学研究科付属天文台
結晶チューナブルフィルター（TF-1/8ブロック） 4/13

方解石を保持する各サイズのホルダ
ーと接着用の治具の製作
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製作品例 生命科学研究科 生体制御学分野
網膜アダプター 5/13
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製作品例 理学研究科 地球物理学教室
相対重力計用検定台 6/13

重力計の検定・調整に求められる数秒の
精度で傾斜調整できる検定台の製作
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製作品例 理学研究科 低温物理学教室
回転ダイリューション① 7/13
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製作品例 理学研究科 低温物理学教室
回転ダイリューション② 7/13



製作品例 8/13
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製作品例 9/13

34



製作品例 10/13
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製作品例 11/13
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製作品例 12/13
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製作品例 13/13
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製作依頼の流れ
依頼者

事前相談
材料選定・製作方法・納期等に

ついての相談

作業依頼発注
設計参考資料（概念図・サンプ
ル・相手部品等）・材料の持ち

込み

引渡し
製品確認

製作・設計
機械加工・溶接

図面作成
組立調整

作業依頼受注
作業依頼受付
作業工程の確認

事前相談受付
相談に対する回答

回答・提案

受け取り
製品確認

確認
設計修正
機能確認

機器開発支援室

新規依頼・改良型

外注

外部業者

外注判断

40



製作・加工等委託申請書
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様式１（第５条関係）

年 月 日

京都大学大学院理学研究科

技術部技術長　殿

□ 新規 □ 改良 □ 追加工

式

□ あり □ なし □ あり □ なし

□ 大学運営費 予算科目【 】

□ 寄附金 ＰＪコード【 】

□ 預り科研費等 ＰＪコード【 】

□ 受託研究費等 ＰＪコード【 】

□ 間接経費 ＰＪコード【 】

□ 機関経理補助金 ＰＪコード【 】

□ その他 【 】

□ 非公開 □ 理学研究科内のみ公開可 □ 学内まで公開可 □ 学外まで公開可

メールアドレス

成果公開

の可否

 （非公開とする場合その理由を記載）

上記予算の

支払責任者

（研究代表者）

所 属 部 局 専攻・教室等

氏 名 職 名 等

電 話 番 号

予算区分

（支払情報）

※学内者のみ
※ＰＪコード：財務会計システム上の12桁のコード

個　 or

加 工 材 料 残余加工材料の返還希望

特記事項（製作上の要望等）

委託内容

委 託 品 名

製 作 区 分 図 面 有 無

完了希望日

委 託 数

氏 名 職 名 等

電 話 番 号 メールアドレス

製作・加工等委託申請書

申請者

情報

所属部局 専攻・教室等

研究室名等

　京都大学大学院理学研究科技術部研究機器開発支援室が実施する製作、加工等について、下記のとおり申請します。な

お、申請が承認された場合には、京都大学大学院理学研究科技術部研究機器開発支援室共同利用規程を遵守します。

１． 本申請書は、京都大学大学院理学研究科技術部研究機器開発支援室へ提出してください。

２． 申請内容に変更が生じた場合は、速やかに研究機器開発支援室へ連絡してください。

ただし、予算区分については、原則、変更できませんのでご留意願います。

３． 委託料の請求にあたっては、同一部局又は研究室等から複数の申請があり、支払責任者が

同一の場合には、一括して支払責任者宛てに請求する場合がありますので、ご了承ください。

４． 委託料の支払は、以下に掲げる方法によるものとします。

(1) 大学運営費については、原則、予算振替によるものとします。

(2) 預り科研費等については、委託料通知書により請求するものとします。

(3) その他の経費については、原則、費用の付替によるものとします。

委託申請にあたっての注意事項



1. 研究機器開発支援室について
• 研究機器開発支援室概要（スタッフ紹介、所在地）

• 安全実習

• 製作依頼の内訳

• 研究機器開発支援室利用高の推移

• 一般工場利用件数

• 機械工作実習 受講者数の推移

2. 設備紹介

3. 製作品例

4. 製作依頼

5. 料金請求

6. その他
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加工料金
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別表第１（第２条、第５条、第６条関係） 

設備名称 委託内容 
利用 

単位 

委託料単価 

第４条第１項

第１号に掲げ

る者 

第４条第１項

第２号に掲げ

る者 

設計システム・小型工具 

（３次元ＣＡＤシステ

ム、定盤、ドライバー等） 

左記の設備を使用する設

計および組立調整等によ

る装置製作 

1 時間 

あたり 
１，０００円 １，２００円 

工作機械 

（旋盤、フライス盤、ボ

ール盤、マシニングセン

タ、溶接機等） 

左記の設備を使用する切

削加工等の機械加工およ

び溶接作業による装置製

作 

1 時間 

あたり 
１，５００円 ２，０００円 

３Ｄプリンター 
左記の設備を使用する工

作物造形作業 

1 時間

あたり 
５００円 ５００円 

 

 

１．上記表中の委託料単価は、１時間あたりの製作、加工等作業に係る金額（消費税相当額を含

む。）であり、これに製作、加工等作業に要した時間数を乗じた金額を委託料とする。 

２．１時間未満の製作、加工等作業及び１時間を超える製作、加工等作業に係る１時間未満の端

数については、それぞれ１時間の製作加工等作業として、委託料を算出するものとする。 

３．第４条第１項第３号に掲げる者の委託料単価は、当該者の所属・身分等を勘案のうえ、管理

責任者が指示するものとする。 

４．支援室に常備している部品又は材料等（以下「部品等」という。）を加工材料として使用する

場合は、その購入価格を委託料に加算する。なお、当該部品等及び購入価格一覧については、

管理責任者が別に示す。 

京都大学大学院理学研究科技術部研究機器開発支援室共同利用規程



料金請求
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委託料にかかる会計処理
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1. 研究機器開発支援室について
• 研究機器開発支援室概要（スタッフ紹介、所在地）

• 安全実習

• 製作依頼の内訳

• 研究機器開発支援室利用高の推移

• 一般工場利用件数

• 機械工作実習 受講者数の推移

2. 設備紹介

3. 製作品例

4. 製作依頼

5. 料金請求

6. その他
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導入予定機械 ワイヤ放電加工機

ワイヤ放電加工機 ワイヤ放電加工仕組み 加工サンプル
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導入予定機械 細穴放電加工機

細穴放電加工機 電極棒に通電させ、表面を
溶融して加工

SKD-11材にφ0.1の
貫通穴加工
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研究機器開発室からのお知らせ
◆現在、研究機器開発支援室の人員は２名です。依頼が多い場合
は、納期が延びることや、事前にお断りさせていただくことが
あります。

◆研究機器開発支援室は理学研究科の特定の専攻から運営費を措
置して頂いております。依頼はそちらの専攻を優先させていた
だきますことあらかじめご了承ください。

◆申請書に記入していただいた支払い予算の変更は原則としてで
きません。

◆事前に概算見積もりをいたしますが、加工過程で変更となる場
合がありますのでご了承ください。
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研究機器開発室からのお知らせ

http://www.scitech.sci.kyoto-u.ac.jp/machine-shop/ 50



ご清聴ありがとうございました。
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